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X

議会で施政方針を述べる山内市長

　

平
成
四
年
度
の
当
初
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
第
二
百
六
十
一

回
定
例
市
議
会
が
、
三
月
九
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
開
か
れ
ま

し
た
。
議
会
の
冒
頭
、
山
内
市
長
が
新
年
度
の
施
政
方
針
演
説

を
行
い
、
当
面
す
る
諸
施
策
に
積
極
的
に
臨
む
考
え
を
表
明
し

ま
し
た
。
当
初
予
算
は
、
税
収
の
伸
び
や
補
助
事
業
な
ど
を
精

査
し
て
可
能
な
限
り
計
上
し
た
た
め
、
総
額
で
百
八
十
七
億
九

千
九
百
万
円
と
な
り
、
前
年
比
七
・
七
％
増
の
積
極
型
予
算
編

成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

施
政
方
針
（
要
旨
）

　

平
成
二
年
七
月
、
二
期
目
の
市
長
に

就
任
し
て
以
来
、
早
や
二
年
目
と
な
り

ま
す
が
、
常
に
市
政
の
発
展
と
市
民
生

活
の
向
上
を
図
る
た
め
の
諸
政
策
を
精

力
的
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
六
年
七
月
に
は
、
市
政
四
十
周

年
を
迎
え
、
当
市
も
い
よ
い
よ
熟
年
期

に
入
り
ま
す
。
昨
年
度
は
、
国
・
県
の

長
期
構
想
を
踏
ま
え
、
二
十
一
世
紀
に

向
け
た
第
三
次
大
野
市
総
合
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

今
後
ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
限
ら
れ
た
財

源
を
効
率
的
か
つ
重
点
的
に
配
分
し
な

が
ら
、
基
本
構
想
の
施
策
大
綱
に
掲
げ

た
四
つ
の
柱
、
①
活
力
あ
る
産
業
づ
く

り
、
⑧
心
の
豊
か
な
人
づ
く
り
、
③
し

あ
わ
せ
な
暮
ら
し
づ
く
り
、
④
子
孫
に

誇
れ
る
郷
土
づ
く
り
を
目
標
に
、
平
成

四
年
度
の
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較

し
て
七
・
七
％
増
の
積
極
型
予
算
編
成

と
な
り
、
新
規
事
業
は
百
十
事
業
に
な

り
ま
し
た
。
財
政
事
情
は
、
以
前
と
し

て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
国
・

県
の
予
算
お
よ
び
地
方
財
政
計
画
な
ど

を
踏
ま
え
、
健
全
財
政
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
管
理
の
合
理
化
や
適
正

配
置
に
努
め
る
一
方
、
職
員
の
資
質
向

上
と
見
識
を
高
め
る
た
め
の
海
外
研
修

を
行
い
、
市
民
福
祉
に
貢
献
で
き
る
職

員
を
養
成
し
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、
新

た
に
下
水
道
課
を
設
置
し
て
、
下
水
道

事
業
を
専
門
的
に
推
進
す
る
ほ
か
、
秘

書
広
報
課
も
新
設
し
て
事
務
の
合
理
化

を
図
り
ま
す
。

　

き
め
細
か
い
積
極
的
な
予
算
編
成
を

行
い
ま
し
た
が
、
予
算
の
執
行
に
あ
た

っ
て
は
、
議
会
の
ご
指
導
を
賜
る
と
と

も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
得

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



●特集平成4年度予算概要

当初予算総額は

188億円
前年度比IZフ％の伸びに

一
般
会
計

歳
入

　

市
税
は
、
囚
定
資

産
税
の
仲
び
や
曜
調

な
法
人
市
民
税
に
支
え
ら
れ
、
前

年
度
比
六
・
五
％
増
の
三
ト
五
億

三
万
八
ぱ
四
ト
二
万
円
か
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
普
通
交
付
税
は
、

前
年
度
比
三
・
四
％
増
の
三
圭
二

億
二
心
ま
万
円
、
特
別
交
付
税
は
四

億
ま
し
几
L
万
円
を
当
初
‐
算
に
計
L
に

し
、
残
余
は
年
度
中
に
お
け
る
特

別
な
財
政
需
要
や
調
整
財
源
に
充

て
ま
す
。

　

市
債
は
通
常
偵
に
加
え
、
地
域

づ
く
り
推
進
収
業
を
含
む
地
域
総

八
‥
整
備
事
業
債
六
億
ま
じ
1
九
町
ま
几

ト
万
円
を
見
込
ん
で

お
り
、
介
計
で
は
九

億
九
r
九
百
八
ト
万

円
と
な
り
、
前
年
度

比
二
〇
・
二
％
の
大
幅
な
仲
び
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出

　

地
域
づ
く
り
関
連

の
継
続
事
業
な
ど
を

忿
む
姓
設
肢
業
費
は
、
四
ト
億
F

三
町
六
ト
三
万
円
と
な
り
、
前
年

度
比
一
七
・
三
％
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
国
・
県
支
出
金
や

起
債
な
ど
の
特
定
財
源
は
、
精
を

し
て
可
能
な
限
り
組
み
入
れ
た
結

果
、
納
助
事
業
は
三
一
・
六
％
の

高
い
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

目
的
別
冊
算
の
内
訳
で
は
、
農

林
水
庶
業
費
費
が
前
年
度
比
三
四

・
一
％
増
と
人
幅
な
伸
び
に
、
次

い
で
上
本
費
の
二
二
・
四
％
、
民

生
賞
の
一
五
・
斤
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

一般会計の内訳

歳入

歳出

特
別
会
計

国
民
健
康

保
険
事
業

　

一
般
被
保
険
者

の
減
少
に
よ
り
、

前
年
度
比
一
・
じ
％
減
の
ニ
ト
ー

億
ま
几
1
二
百
九
ト
四
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
療
養
費
は
三
％
減
が

見
込
ま
れ
ま
す
が
、
高
額
療
養
曹

の
伸
び
が
高
く
四
・
三
％
の
増
芦

な
っ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
か
八

は
、
じ
L
百
じ
ト
七
万
円
か
繰
り

入
れ
ら
れ
ま
す
。

老
人

保
健

　

斤
算
総
額
は
、
二

ト
六
億
三
乙
ま
百
三
万

円
、
前
年
比
し
・
斤
％
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
歳
出
は
人
半
が
医
療

費
で
、
そ
の
負
担
は
各
医
療
保
険

加
人
者
じ
〇
％
、
国
二
〇
％
、
県

と
市
が
各
に
几
％
で
す
。
一
般
会
計

か
ら
は
一
億
三
V
―
’
－
C
’
d
六
ト
三
万

円
を
負
担
し
ま
す
、

簡
易
水
道

事
業

　

こ
の
1
計
は
、

巾
営
八
ヵ
所
の
簡

易
水
道
を
維
持
竹
理
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
四
年
度
は
二
地
区
で

水
道
料
金
メ
ー
タ
ー
取
り
替
え
な

ど
の
た
め
、
前
年
度
比
八
・
ま
几
％

増
の
五
千
二
百
三
ト
万
円
を
計
卜

し
て
い
ま
す
。

農
業
集
落

排
水
事
業

　

農
村
型
ド
水
道

の
建
設
I
業
と
供

川
開
始
地
区
の
維
持
竹
理
の
た
め

の
会
計
で
、
総
額
斤
億
じ
L
六
げ

六
ト
ま
几
万
円
を
計
L
、
稲
郷
、
南

六
M
師
、
ド
唯
野
、
し
庄
第
一
地

区
で
管
路
工
今
や
処
理
施
設
の
建

設
に
収
が
行
わ
れ
ま
す
。

企
業
会
計

水
道

事
業

　

打
算
総
額
は
、
二

億
ま
几
L
九
町
九
ト
じ

万
円
、
前
年
比
八
四
。
四
％
増
と

人
幅
な
伸
び
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
L
に
水
道
第
一
次
拡
張
事

業
（
牛
ヶ
原
・
中
野
地
係
）
や
大

野
鳥
校
移
転
、
ふ
れ
あ
い
公
閲
新

設
に
伴
う
第
二
次
拡
張
事
業
に
よ

る
も
の
で
す
。
一
般
会
計
か
ら
は

一
億
二
F
二
町
七
ト
じ
万
円
を
補

助
し
ま
す
。

（単位：千円．％）

会計名 平成4年度 平成3年度 対前年度増減率

一般会計 13，046，65111，906，616 9．6

特

別

会

計

国民健康保険事業 2，192，9422，231，159 △1．7

老人保健 2，631，0362，447，751 7．5

簡易水道事業 52，297 48，013 8．9

南部第二土地区画整理 － 15，214 廃止

農業集落排水事業 576，694 646，931 △10．9

水道事業計画 299，972 162，635 84．4

総計 18，799，59217，458，319 7．7



活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
に

　

産
業
の
振
興
対
策
は
、
市
の
活
性
化
に
は
不
可
欠
で
す
。
今

年
は
農
林
水
産
業
費
を
前
年
比
三
四
・
一
％
増
と
し
、
特
産
品

の
品
質
向
上
や
施
設
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
商
工
振
興
で
は
、

若
年
労
働
カ
の
確
保
や
先
端
技
術
の
習
得
に
、
観
光
で
は
麻
那

姫
湖
周
辺
整
備
や
湯
の
谷
温
泉
の
利
用
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
す
。

【
農
業
振
興
】

★
地
域
農
業
生
産
シ
ス
テ
ム
確
立

　

基
幹
施
設
整
備
事
業
補
助
…
…

　

…
…
…
…
…
…
6
0
1
0
万
円

　

上
庄
農
協
が
設
置
す
る
水
稲
育

　

苗
施
設
の
補
助

★
主
要
農
作
物
種
子
生
産
改
善
事

　

業
補
助
…
…
…
9
8
7
5
万
円

　

丁
農
業
生
産
組
合
が
設
置
す
る

　

水
稲
種
子
乾
燥
施
設
の
補
助

★
農
用
地
有
効
利
用
モ
デ
ル
集
落

　

整
備
事
業
補
助
…
…
…
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
5
2
3
8
万
円

　

中
休
営
農
組
合
が
設
置
す
る
穀

　

物
乾
燥
調
製
施
設
の
補
助

◆
特
産
里
芋
生
産
奨
励
事
業
補
助

　

…
…
…
…
…
…
1
4
0
0
万
円

◆
高
度
輪
作
営
農
条
件
整
備
事
業

　

補
助
…
…
…
…
5
5
2
4
万
円

　

輪
作
体
系
確
立
用
営
農
機
械
整

　

備
の
補
助
（
集
落
型
3
ヵ
所
、

　

地
域
型
1
ヵ
所
）

★
堆
肥
製
造
セ
ン
タ
ー
建
設
調
査

　

事
業
…
…
…
…
…
2
0
0
万
円

★
2
1
世
紀
型
水
田
農
業
モ
デ
ル
圃

　

場
整
備
促
進
事
業
…
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
…
5
6
7
万
円

　

市
、
土
地
改
良
区
な
ど
で
の
土

　

地
利
用
調
整
を
推
進

◆
農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業
…
…

　

…
…
…
…
1
億
2
9
1
8
万
円

　

富
田
・
阪
谷
地
区
の
集
落
道
路

　

排
水
、
農
村
公
園
の
整
備
及
び

　

生
蛮
基
盤
整
哺
な
ど
乃
哺
功

「
林
業
振
興
」

★
山
村
活
性
化
特
用
林
産
振
興
事

　

業
補
助
…
…
…
6
3
7
3
万
円

　

し
い
た
け
・
な
め
こ
生
産
出
荷

　

施
設
の
補
助

◆
特
用
林
産
産
地
化
形
成
総
合
対

　

策
事
業
補
助
・
：
3
3
0
0
万
円

　

樹
皮
を
原
料
と
し
た
製
炭
施
設

　

補
助

★
緑
の
少
年
団
全
国
大
会
事
業
・
：

　

…
…
…
…
…
…
…
3
0
0
万
円

　

七
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
一
日

　

ま
で
奥
越
青
少
年
の
森
で
開
催

【
商
工
・
観
光
】

◆
産
業
技
術
高
度
化
事
業
負
担
金

　

…
…
…
…
…
…
…
2
5
0
万
円

制
御
用
マ
イ
コ
ン
講
座
開
催

◆
グ
リ
ー
ン
グ
リ
ー
ン
大
野
整
備

　

事
業
…
…
3
億
3
6
0
0
万
円

　

秋
の
里
へ
中
島
）
周
辺
整
備

★
御
清
水
施
設
周
辺
整
備
事
業
…

　

…
…
…
…
…
…
3
2
9
7
万
円

　

休
憩
所
建
設
や
造
園
工
事

★
湯
の
谷
温
泉
利
用
計
画
推
進
事

　

業
…
…
…
…
…
…
1
5
4
万
円

　

開
発
実
施
計
画
の
策
定

◆
城
ま
つ
り
や
ぐ
ら
格
納
庫
建
設

事
業
…
…
…
…
…
9
2
8
万
円mwmw＾m

｀一
原
″

会
心
豊
か
な
人
づ
く
り
仁

　

学
校
教
育
環
境
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
給
食
費
の
軽
減

や
教
材
の
充
実
に
務
め
ま
す
。
内
山
家
の
復
元
事
業
は
、
最
終

年
度
を
迎
え
る
ほ
か
、
真
名
川
憩
い
の
広
場
は
二
年
目
に
は
い

り
、
園
路
や
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
ま
す
。

【
学
校
教
育
】

★
小
学
校
教
師
用
教
科
書
・
指
導

　

書
購
入
事
業
…
…
9
8
5
万
円

★
米
飯
給
食
推
進
事
業
…
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
…
3
5
0
万
円

　

小
・
中
学
校
の
米
飯
給
食
推
進

　

に
伴
う
食
器
類
の
購
入
。
今
年

　

度
か
ら
、
給
食
費
の
負
担
軽
減

　

措
置
と
し
て
、
給
食
用
燃
料
を

　

市
が
全
額
負
担
し
ま
す
。

★
個
別
学
習
機
器
（
C
A
－
）
整

　

備
事
業
…
…
…
3
5
0
0
万
円

　

尚
徳
中
・
上
庄
中
に
教
育
用
コ

　

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
導
入

★
陽
明
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業

　

…
…
…
…
…
…
5
2
5
4
万
円

体
育
館
の
床
、
内
壁
、
照
明
改

修
工
事

【
社
会
教
育
】

◆
武
家
屋
敷
保
存
整
備
事
業
…
…

　

…
…
…
…
…
…
8
4
8
1
万
円

　

内
山
家
土
蔵
、
門
、
塀
を
復
元

★
生
涯
学
習
推
進
事
業
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
1
2
3
万
円

人
材
派
遣
、
情
報
紙
の
発
行

◆
ま
ち
づ
く
り
運
動
推
進
事
業
…

　

（
2
0
地
区
指
定
）
・
：
2
0
2
万
円

★
小
山
公
民
館
ス
テ
ー
ジ
増
設
事

　

業
…
…
…
…
…
1
2
7
8
万
円

★
山
ヶ
鼻
古
墳
発
掘
調
査
事
業
・
：

　

…
…
…
…
…
…
…
2
5
8
万
円

◆
芸
術
劇
場
開
催
事
業
…
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
…
9
0
0
万
円

　

ビ
リ
ー
・
ヴ
ォ
ー
ン
楽
団
他

【
社
会
体
育
】

◆
真
名
川
憩
い
の
島
整
備
事
業

　

…
…
…
…
…
1
億
2
9
6
万
円

　

園
路
舗
装
、
駐
車
場
、
芝
張

◆
学
校
体
育
施
設
開
放
時
業
…
…

　

…
…
…
…
…
…
…
3
6
3
万
円

★
北
信
越
国
民
体
育
大
会
開
催
事

　

業
…
…
…
…
…
…
…
5
6
万
円

　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
体
育
館
で
卓

　

眼
競
技
を
開
催

｛滉：抑（哨肉雌謎（回護



●特集平成4年度予算概要

し
あ
わ
せ
な
暮
ら
し
づ
く
り
に

　

高
齢
化
社
会
に
即
応
し
た
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
水
質

難
地
域
や
公
共
施
設
新
設
に
伴
う
上
水
道
事
業
を
進
め
る
ほ
か

下
水
道
課
を
新
設
し
、
本
格
的
な
下
水
道
計
画
策
定
に
着
手
し

ま
す
。
水
質
汚
染
防
止
対
策
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
ご
み
の

減
量
や
資
源
の
回
収
運
動
を
進
め
ま
す
。

【
福
祉
】

◆
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
3
1
5
0
万
円

　

聖
和
閲
で
の
入
浴
サ
ー
ビ
ス
や

　

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス

★
寝
た
き
り
老
人
等
在
宅
介
護
促

　

進
事
業
…
…
…
1
1
6
0
万
円

　

紙
お
む
つ
や
防
水
シ
ー
ツ
の
支

　

給
★
春
日
保
育
園
改
築
事
業
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
7
5
9
5
万
円

★
東
部
児
童
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

　

…
…
…
…
…
…
7
0
1
4
万
円

◆
児
童
遊
具
整
備
事
業
補
助
…
…

　

…
…
…
…
…
…
…
6
6
0
万
円

　

村
部
の
児
童
遊
具
を
新
設
ま
た

は
補
修
（
2
0
万
×
3
3
力
所
）

◆
生
活
保
護
措
置
費
…
…
…
…
…

　

…
…
…
…
1
億
2
2
9
0
万
円

【
労
働
・
交
通
】

◆
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運

　

営
事
業
補
助
・
：
1
6
6
0
万
円

◆
生
活
安
定
資
金
預
託
金
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
億
円

★
越
美
北
線
大
野
市
民
号
事
業
補

　

助
…
…
…
…
…
…
1
4
0
万
円

　

越
美
北
線
利
用
促
進
の
た
め
の

　

市
民
号
列
車
運
行

【
保
健
・
衛
生
】

◆
休
日
急
患
診
療
所
事
業
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
5
3
8
7
万
円

◆
結
核
予
防
事
業
・
：
3
3
3
万
円

★
健
康
づ
く
り
推
進
事
業
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
…
7
8
6
万
円

　

越
前
大
野
名
水
了
フ
ソ
ン
委
託

　

（
今
年
度
か
ら
国
保
会
計
へ
）

★
上
水
道
第
一
次
拡
張
事
業
…
…

　

…
…
…
…
1
億
2
0
2
3
万
円

　

牛
ヶ
原
・
中
野
地
係

★
上
水
道
第
二
次
拡
張
事
業
…
…

　

　
．
―
（
＾
：
J
＜
C
－
J
C
M
万
円

新
庄
・
春
日
・
日
吉
地
係

◆
公
共
下
水
道
都
市
計
画
決
定
図

　

書
作
成
事
業
…
…
3
4
0
万
円

◆
公
害
対
策
事
業
…
…
…
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
1
5
7
6
万
円

　

河
川
、
工
場
用
水
、
地
下
水
な

　

ど
の
水
質
検
査

★
し
尿
処
理
施
設
更
新
基
礎
調
査

　

委
託
事
業
…
…
…
3
0
0
万
円

◆
空
ビ
ン
回
収
業
務
委
託
事
業
…

　

…
…
…
…
…
…
…
6
0
0
万
円

◆
資
源
回
収
奨
励
事
業
補
助
…
…

　

…
…
…
…
…
…
…
1
5
0
万
円

屈原酒l§（1（｜白衆山）

子
孫
に
誇
れ
る
郷
土
づ
く
り

　

七
間
通
り
、
寺
町
通
り
を
石
畳
舗
装
す
る
ほ
か
、
大
野
高
校

移
転
に
と
も
な
う
市
道
の
開
設
を
行
い
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
公
園

や
亀
山
公
園
は
、
継
続
事
業
と
し
て
整
備
し
ま
す
。
安
定
し
た

水
資
源
の
確
保
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
道
路
・
河
川
】

★
越
前
お
お
の
歴
史
の
路
整
備
事

　

業
…
…
…
2
億
6
6
0
0
万
円

　

に
宍
通
り
、
寺
町
通
り
を
石
畳

　

朗
装

★
地
方
道
改
修
事
業
…
…
…
…
…

　

…
…
…
…
1
億
1
1
0
0
万
円

　

開
成
中
束
線
（
延
長
m
に
）

◆
無
雪
モ
デ
ル
タ
ウ
ン
整
備
事
業

　

：
：
：
：
：
：
：
：
：
9
ハ
‘
’
上
a
0
0
万
H
J

　

河
川
改
良
2
路
線

★
鬼
谷
川
（
佐
開
）
流
域
景
観
調

　

査
事
業
…
…
…
…
2
0
0
万
円

【
都
市
・
公
園
】

★
篠
座
土
地
区
画
整
理
事
業
調
査

　

費
補
助
…
…
…
1
5
0
0
万
円

★
駅
前
広
場
周
辺
整
備
事
業
…
…

　

…
…
…
…
…
…
3
7
0
0
万
円

　

駐
車
場
の
整
備
や
、
植
栽
工
事

★
東
縦
貫
線
測
量
委
託
事
業
…
…

　

…
…
…
…
…
…
…
5
0
0
万
円

◆
亀
山
公
園
整
備
事
業
…
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
5
0
0
0
万
円

◆
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園
県
工
事
負

　

担
金
…
…
1
億
5
3
1
0
万
円

【
住
宅
・
水
資
源
】

◆
屋
根
融
雪
化
促
進
事
業
補
助
・
：

　

…
…
…
…
…
…
1
8
0
0
万
円

　

地
下
水
を
使
わ
な
い
屋
根
融
雪

　

の
補
助
（
6
0
戸
分
）

★
阪
谷
地
区
水
資
源
調
査
事
業
…

　

…
…
…
…
…
…
1
2
8
0
万
円

　

生
活
・
農
業
用
水
な
ど
の
水
源

　

水
量
調
査

★
木
本
原
地
下
水
か
ん
養
工
事
負

　

担
金
…
…
…
…
…
2
1
5
万
円

◆
水
資
源
対
策
事
業
…
…
…
…
…

　

…
…
…
…
…
…
2
1
0
0
万
円

　

水
田
た
ん
水
補
償
、
地
下
水
対

　

策
審
議
会
費
、
啓
発
事
業
費

【
消
防
】

◆
消
防
団
活
性
化
対
策
事
業
…
…

　

…
…
…
…
…
…
…
1
6
7
万
円

　

消
防
団
活
動
の
啓
発
実
践
や
人

　

材
確
保
（
8
分
団
分
）

★
消
防
用
車
両
整
備
事
業
…
…
…

　

　
（
N
l
i
－
H
C
V
I
I
＞
－
万
円

　

消
防
自
動
車
1
台
、
小
型
動
力

　

ポ
ン
プ
付
積
載
車
1
台

　

事
業
名
の
★
印
は
、
新
規
事
業

　

◆
印
は
継
続
事
業
で
す
。

旧罵瀞騨弥叙M浹嶮e



待
望
脇
圓
転
軍
浅
川
耶
車
場

闘
河
川
日
m
o
利
用
で
き
ま
す

　

J
R
越
前
大
野
駅
北
隣
に
建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
た
、
自
転
車
専

用
駐
車
場
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま

し
た
。
鉄
骨
平
屋
建
て
で
、
タ
イ

ヤ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ド
ー
ム
型
の

モ
ダ
ン
な
形
を
し
て
お
り
、
三
百

八
台
の
自
転
車
が
収
容
で
き
ま
す
。

四
月
一
目
か
ら
、
無
料
で
市
民
に

開
放
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、
三
月
定
例
市
議
会
で

自
転
車
駐
車
場
設
置
条
例
を
制
定

し
、
効
率
的
な
運
営
管
理
を
図
り

ま
す
。

一
年
間
は
指
導
員
を
配
置

　

市
で
は
、
朝
の
通
勤
・
通
学
の

時
間
帯
に
、
指
導
員
を
配
置
し
て

駐
車
場
の
管
理
や
放
置
自
転
車
の

一
掃
を
図
り
ま
す
。

　

条
例
で
は
、
防
犯
登
録
の
し
て

あ
る
自
転
車
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

駐
車
場
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
必

ず
自
転
車
防
犯
登
録
を
済
ま
せ
、

駐
車
し
た
ら
必
ず
鍵
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。
市
は
盗
難
な
ど
の
責
任

は
一
切
負
い
ま
せ
ん
。

長
期
放
置
自
転
車
は

　
　
　
　

強
制
撤
去
も

　

駐
車
場
内
に
長
期
間
放
置
さ
れ

た
自
転
車
で
、
所
有
者
が
不
明
な

も
の
は
、
別
の
保
管
場
所
に
移
し

て
保
管
し
ま
す
。
引
き
取
り
を
求

め
る
告
示
を
行
い
、
一
定
期
間
内

に
所
有
者
が
現
れ
な
い
と
き
は
、

市
で
処
分
し
ま
す
。

　

自
転
車
が
乗
れ
な
い
積
雪
期
間

は
、
自
転
車
置
き
場
と
し
て
市
民

に
開
放
す
る
こ
と
や
、
原
動
機
付

自
転
車
（
5
0
∝
以
下
）
コ
ー
ナ
ー

の
設
置
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

「
ご
み
を
出
す
ル
ー
ル
」
の
誤
字
探
し

正
解
は

旦
み
一
の
一
減
一
量

　

先日、配布しましたチラシ「ごみを出すルール」の誤

字探しクイズの正解は、ごみの減量となります。応募総

数159人、正解者は145人でした。抽選で、阪下敏子さん

　

（日古町）他52人にテレホンカードをお送りしました。

除籍検索

システム 導入

待ち時間を

　　　　

短縮

　

市
民
課
に
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し

た
除
籍
検
索
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
。
除
籍
謄
本
の
発
行
に
威
力

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

　

相
続
登
記
な
ど
の
手
続
き
を
す
る

と
き
に
必
要
と
な
る
の
が
除
籍
、
改

製
原
戸
籍
の
謄
本
で
す
。
こ
れ
ま
で

は
、
除
籍
見
出
し
簿
に
よ
る
除
籍
の

戸
主
（
筆
頭
者
）
を
手
作
業
で
検
索

し
て
い
ま
し
た
。

　

新
シ
ス
テ
ム
は
、

除
籍
者
な
ら
だ
れ
で

も
検
索
で
き
る
た
め
、

短
時
間
で
除
籍
な
ど

の
謄
本
が
発
行
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。



TV広報「こんにちは大野」

総集編ビデオテープ

お貸しします

　

平
成
三
年
四
月
か
ら
放
送
を
始

め
た
T
V
広
報
「
こ
ん
に
ち
は
大

野
」
の
総
集
編
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。
市
で
は
、
市
民
や
市
外
に

転
出
し
た
人
、
観
光
客
な
ど
に
観

賞
し
て
も
ら
う
た
め
、
ビ
デ
オ
テ
ー

プ
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

　

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
は
、
V
H
S
方

式
の
H
G
タ
イ
プ
で
す
。
総
集
編

は
約
一
時
間
、
毎
月
放
送
分
は
四

分
で
、
い
ず
れ
も
ダ
ビ
ン
グ
（
再

録
画
）
が
可
能
で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
（
〒
9
1
2
大
野

市
天
神
町
1
－
1
豊
0
7
7
9
・

6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
4
1
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

平
成
三
年
度
の
放
送
タ
イ
ト
ル

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

4
月
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

5
月
石
灯
箭
会
館

6
月
パ
ソ
コ
ン
教
室
開
成
中

7
月
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

8
月
市
児
童
セ
ン
タ
ー

9
月
シ
ン
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ

1
0
月
大
野
の
秋
ミ
ニ
散
策

‥
‐
月
秋
の
味
覚
さ
と
い
も

1
2
月
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
到
来

1
月
平
成
四
年
大
野
市
の
展
望

2
月
な
か
よ
し
交
歓
会

3
月
ら
く
ら
く
自
転
車
駐
車
場

　
　

「
こ
ん
に
ち
は
大
野
」
は
、
毎

月
第
三
土
曜
日
に
福
井
放
送
（
F

B
C
）
が
午
後
五
時
十
分
、
福
井

テ
レ
ビ
（
f
t
b
）
が
午
後
二
時

五
ト
五
分
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

スポーツ

Ｅ
1
・
幸
宏
燕
劈
i
の
関
部
屋
へ

　

今
春
、
陽
明
中
学
校
を
卒
業
し

た
山
腰
幸
宏
君
（
中
挾
3
）
が
、

二
所
ノ
関
部
屋
に
弟
子
入
り
し
ま

し
た
。
2
月
2
9
‐
の
新
弟
子
検
査

を
パ
ス
し
、
3
月
8
日
か
ら
大
阪

で
始
ま
っ
た
春
場
所
の
前
相
撲
に

出
場
。
二
番
出
世
で
夏
場
所
か
ら

序
の
口
で
登
場
し
ま
す
。

　

山
腰
君
は
、
中
学
校
で
は
バ
ス

ケ
ッ
ト
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た

が
、
立
派
な
体
格
を
見
込
ま

れ
て
昨
年
6
月
の
エ
キ
サ
イ

ト
広
場
落
成
記
念
の
県
下
総

合
相
撲
選
手
権
大
会
に
出
場
。

中
学
個
人
の
部
で
準
優
勝
し

た
こ
と
が
、
角
界
入
り
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

　

昨
年
秋
か
ら
、
湊
川
親
方

　

（
元
大
徹
関
）
が
県
内
で
弟
子
探

し
を
展
開
中
、
山
腰
君
に
目
が
止

ま
り
、
両
親
を
説
得
し
て
入
門
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

湊
川
親
方
は
「
胸
が
厚
く
、
肩

幅
が
あ
り
、
骨
太
の
体
を
し
て
い

る
の
が
魅
力
で
、
今
後
の
指
導
が

楽
し
み
」
と
地
元
か
ら
の
弟
子
入

リ
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

一
日
も
早
く
、
山
腰
君
の
雄
姿

が
見
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

越
前
大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン

5
月
2
4
日
開
催
、
締
切
は
4
月
2
4
日

　
　

「
水
と
み
ど
り
の
奥
越
路
を
走

ろ
う
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

第
2
8
回
越
前
大
野
名
水
マ
ラ
ソ
ン

が
次
の
と
お
り
開
か
れ
ま
す
。

日
時
5
月
2
4
日
⑥
受
付
午
前

　

8
時
、
開
会
式
9
時
2
0
分
ス

　

タ
ー
ト
午
前
1
0
時

会
場
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

コ
ー
ス
日
本
陸
連
公
認
コ
ー
ス

種
目
2
ま
m
＝
一
般
男
・
女
（
3
9

　

歳
以
下
・
4
0
歳
以
上
・
5
0
歳
以

　

上
）
、
親
子
（
小
学
1
～
4
年
）
、

　

小
学
男
。
女
（
5
年
以
L
）
3

ま
m
＝
中
学
男
・
女
5
㎞
＝
一

般
男
子
（
2
9
歳
以
下
・
3
0
歳
以

上
・
4
0
歳
以
上
一
般
女
子

1
0
ま
m
・
2
0
ま
m
＝
一
般
男
．
女

参
加
費
一
般
・
親
子
＝
1
0
0

　

0
円
、
小
・
中
学
生
＝
3
0
0

　

円
、
高
校
生
＝
5
0
0
円

申
込
申
込
書
に
参
加
料
を
添
え

　

て
、
市
教
育
委
員
会
体
育
課

　
　

（
天
神
町
1
－
1
豊
6
6
・
1
1

　

1
1
内
線
5
3
1
）
へ
。
締
切

　

は
4
月
2
4
日
午
後
3
時
、
郵
送

　

は
4
月
2
5
日
必
着
。

●
新
空
手
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

健
康
と
体
力
は
一
生
の
財
産

で
す
。
い
っ
し
ょ
に
汗
を
流
し

ま
せ
ん
か
。

日
時
5
月
2
日
①
か
ら
毎
週

　

土
曜
日
午
後
7
時
3
0
分
～

　

9
時

会
場
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
柔
道

　

場
参
加
費
月
額
1
0
0
0
円

対
象
小
学
生
以
上
な
ら
ど
な

　

た
で
も

申
込
坂
下
秋
彦
（
酋
6
6
・
5

　

4
1
6
）
ま
た
は
練
習
日
に

　

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。



結核を考える

最
大
の
伝
染
病
「
結
核
」

　
　

油
断
や
偏
見
は
命
取
D
I
J

　

長
年
に
わ
た
っ
て
私
た
ち
を
苦
し
め
、
若
者
の
命
を
奪
っ

た
「
結
核
」
。
医
学
の
進
歩
で
大
幅
に
減
少
し
て
は
い
る

も
の
の
少
な
い
と
い
う
段
階
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
簡

単
に
治
る
だ
ろ
う
と
、
結
核
を
甘
く
み
て
い
る
と
命
取
り

に
。
幸
い
に
し
て
予
防
対
策
や
治
療
法
は
確
立
さ
れ
て
い

ま
す
。
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
わ
が
国
で
は
、
年
間
五
万

三
千
人
が
結
核
に
か
か
り
、
死
亡

者
は
三
千
人
余
り
に
、
登
録
者
は

こ
十
四
万
人
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

大
野
市
で
も
、
毎
年
こ
十
人
前
後

の
発
病
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

公
衆
衛
生
審
査
会
結
核
予
防
部

会
は
「
こ
○
○
○
年
に
は
結
核
の

半
減
。
こ
○
三
〇
年
に
は
根
絶
」

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
を

　
　

ね
ら
い
打
ち

　

現
在
の
結
核
は
、
あ
り
き
た
り

の
状
態
で
は
起
こ
り
難
く
、
弱
い

部
分
に
集
中
す
る
い
わ
ば
ね
ら
い

打
ち
を
し
て
く
る
か
の
よ
う
に
、

高
齢
者
が
発
病
し
、
重
症
化
す
る

の
が
特
徴
で
す
。
知
識
の
不
足
、

油
断
、
結
核
へ
の
偏
見
も
発
病
や

重
症
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

一
般
的
に
、
結
核
に
対
す
る
抵

抗
力
が
低
く
な
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
の
は
、

▼
女
性
よ
り
も
男
性
に
。
特
に
四

　

十
歳
以
上
で
顕
著

▼
高
齢
者

▼
合
併
症
（
糖
尿
病
、
胃
潰
瘍
と

　

く
に
胃
切
除
、
腎
不
全
、
悪
性

　

腫
瘍
、
甲
状
腺
機
能
低
下
、
ヒ

　

ん
肺
、
栄
養
失
調
な
ど
の
治
療

　

中
）

▼
喫
煙

▼
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

定
期
検
診
で

　
　

早
期
発
見
を

　

咳
が
で
る
。
風
邪
だ
ろ
う
と
思

う
。
そ
の
う
ち
結
核
と
診
断
が
。

昔
は
そ
れ
で
何
も
か
も
お
し
ま
い

で
し
た
が
、
今
は
予
防
対
策
や
治

療
法
が
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
恐
れ
る
に
足
り
る
最
大
の

伝
染
病
で
す
。
ま
ず
早
期
発
見
・

早
期
治
療
の
た
め
の
定
期
健
康
診

断
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
）
受

診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

市
が
行
う
定
期
健
康
診
断
は
、

成
人
病
健
康
診
査
に
併
せ
、
五
月

か
ら
十
一
月
に
か
け
て
各
地
区
の

公
民
館
や
集
落
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
晴
れ
で
す
か
？

　

胸
の
天
気
図
レ
ン
ト
ゲ
ン
」

　

こ
れ
は
、
平
成
三
年
度
の
結
核

予
防
標
語
で
一
等
に
な
っ
た
作
品

で
す
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
受
け

て
一
人
ひ
と
り
が
「
胸
の
天
気
図

晴
れ
」
を
確
認
し
、
精
密
検
査
が

必
要
な
方
も
偏
見
を
捨
て
て
結
核

の
根
絶
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

祉皆ジノきんめ廬康づぐりグを後痢ンじまず4保僧ゼンタニ（哨ら二7翻）



暮
ら
し
の

「
ア
吟
流
々
ス

ご存じですか『フアツトスフレット』

低カロリーの

低脂肪マーガリン

　
　

「
フ
ア
ツ
ト
ス
プ
レ
ッ
ト
」
？
あ
ん
ま
り
聞
い
た
こ

と
が
な
い
こ
と
ば
で
す
ね
。
実
は
私
た
ち
が
マ
ー
ガ
リ
ン

だ
と
思
っ
て
食
べ
て
い
る
商
品
の
大
半
が
「
フ
ア
ツ
ト
ス

プ
レ
ッ
ト
」
な
ん
で
す
。
脂
肪
分
が
少
な
い
た
め
に
、
料

理
方
法
や
保
存
の
仕
方
は
、
マ
ー
ガ
リ
ン
と
ち
ょ
っ
と
違

い
ま
す
。
中
身
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
マ
ー
ガ
リ
ン

売
り
場
に
い
く
と
、
ハ
ー
ド
タ
イ

プ
の
マ
ー
ガ
リ
ン
は
少
な
く
、
並

ん
で
い
る
の
は
ほ
と
ん
ど
が
ソ
フ

ト
タ
イ
プ
で
す
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は

従
来
の
マ
ー
ガ
リ
ン
の
よ
う
で
す

が
、
手
に
取
っ
て
よ
く
み
る
と
大

半
が
「
フ
ァ
ッ
ト
ス
プ
レ
ッ
ト
」

と
い
う
表
示
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
ご
ろ
が
ら
9

　

昭
和
六
十
年
に
I
マ
ー
ガ
リ
ン

の
J
A
S
規
格
」
が
全
面
改
正
さ

れ
、
「
マ
ー
ガ
リ
ン
類
の
J
A
S

規
格
」
と
変
わ
り
「
フ
ァ
ッ
ト
ス

プ
レ
ッ
ト
」
が
登
場
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
の
J
A
S
規
格
で
は

マ
ー
ガ
リ
ン
の
油
脂
含
有
率
は
七

五
％
以
土
と
規
定
。
改
正
後
は
、

低
脂
肪
の
も
の
も
適
用
範
囲
に
含

め
、
油
脂
の
含
有
率
に
応
じ
て
三

つ
に
区
分
け
さ
れ
、
同
時
に
含
有

率
の
表
示
も
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

一
口
に
フ
ァ
ッ
ト
ス
プ
レ
ッ
ト

と
い
っ
て
も
、
油
脂
の
含
有
率
は

三
五
％
か
ら
七
五
％
の
も
の
ま
で

種
類
も
豊
富
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
多
い
の
は
六
〇
％
か
ら

七
〇
％
ぐ
ら
い
の
も
の
で
す
が
、

最
近
で
は
従
来
の
マ
ー
ガ
リ
ン
の

半
分
以
下
に
ま
で
脂
肪
を
カ
ッ
ト

し
た
も
の
も
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

ぐ
に
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
お
か
な
い

と
変
質
し
、
風
味
も
失
わ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
使
い
か
け
の
も
の
で

表
面
が
黄
色
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
水
分
が
蒸
発
し
た
た
め

着
色
料
の
カ
ロ
チ
ン
が
表
面
に
凝

縮
し
た
だ
け
で
、
酸
化
し
た
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

炒
め
も
の
な
ど
加
熱
調
理
に
は

あ
ま
り
向
い
て
い
ま
せ
ん
。
た
ん

ぱ
く
質
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
こ

げ
や
す
く
、
脂
肪
が
少
な
い
分
、

水
分
が
多
く
、
火
に
か
け
る
と
水

分
が
は
ね
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

新
し
い
商
品
が
次
々
と
出
回
り

何
を
選
ん
だ
ら
よ
い
の
か
迷
い
ま

す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
確
か

め
て
上
手
に
使
い
た
い
も
の
で
す
。

区分 油脂含有率

マ－ガリン 80％以土

調整マーガリン
75％以上～　　

80％未満

フアットスプレット
35％以土～　　

75％未満

£で7コンニtヤで’”％
l：E工il弓・l羅i胎屁工肘昇訂服Ti万丿幻ビも会ユ、七会＝t胆フど……414瓢rT：で灘



朧朧圓

圖一篇

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
総
務
課

広
報
広
聴
係
（
天
神
町
一

－
一
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

元町駐車場で朝市開き

＜る一ぶ登場
婦人バドミントンクラブ

五月会

は
I
や
く
こ
い
こ
い
練
習
日

　

毎
週
火
曜
‐
の
夜
、
有
終
南
小

学
校
体
育
館
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

楽
し
ん
で
い
る
の
が
五
月
会
で
す
。

　

結
成
さ
れ
た
の
は
昭
和
五
ト
四

年
五
月
だ
っ
た
こ
と
か
ら
ク
ラ
ブ

の
名
前
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
当

時
、
婦
人
対
象
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

教
室
が
開
か
れ
、
教
室
終
了
後
も

続
け
た
い
人
が
集
ま
っ
た
の
が
き
っ

か
け
だ
そ
う
で
す
。

　

指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
の
は
、

市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
副
会
長
の

山
川
義
一
さ
ん
（
4
6
歳
・
春
‐
1
）

で
す
。
山
田
さ
ん
は
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
教
室
の
講
師
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
後
も
引
き
続
い
て
指
導

に
あ
た
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

会
貝
は
現
在
十
六
人
お
り
、
平

均
年
齢
は
四
ト
五
歳
ぐ
ら
い
だ
そ

う
で
す
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ほ
か

に
、
年
に
一
回
の
旅
行
や
忘
年
会

な
ど
も
し
て
お
り
、
気
心
の
知
れ

た
仲
間
だ
け
に
、
会
‥
只
も
楽
し
み

に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

発
足
当
時
か
ら
の
会
員
で
現
在

会
長
を
務
め
る
酒
田
う
め
の
さ
ん

　

（
春
日
1
）
は
「
ト
数
年
余
り
続

け
て
い
ま
す
が
、
練
習
‐
が
来
る

の
が
待
ち
遠
し
い
ほ
ど
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
練

ガ
が
終
わ
っ
た
後
は
さ
わ

や
か
な
気
分
に
な
り
ま
す

し
、
体
も
身
軽
な
感
じ
で

す
。
何
か
や
め
る
き
っ
か

け
が
な
け
れ
ば
当
分
続
け

ま
す
よ
」
と
額
に
汗
し
な

が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

主
催
の
大
会
に
も
参
加
し

て
い
ま
す
が
、
勝
負
よ
り

も
試
合
の
雰
囲
気
を
楽
し

む
と
い
っ
た
感
じ
で
臨
ん

で
い
る
よ
う
で
す
。

　

取
材
に
訪
れ
た
‐
も
、

体
育
館
内
は
和
や
か
な
雰

囲
気
が
感
じ
ら
れ
、
笑
い

な
が
ら
プ
レ
ー
し
て
い
る
顔
が
印

象
的
で
し
た
。

　

入
会
は
、
い
つ
で
も
受
け
付
け

て
い
る
そ
う
で
す
。
練
習
会
場
に

来
て
い
た
だ
く
か
、
酒
田
さ
ん

　

（
豊
6
6
・
3
1
9
0
）
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

ヤングコーナー

ス
ポ
ー
ツ
人
生

　
　

ま
っ
し
ぐ
ら

安川こづ江

（20歳・中据）

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
運
動
を
す

る
の
が
大
好
き
で
、
小
学
生
の

と
き
に
は
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
、

中
学
か
ら
は
陸
上
や
ス
キ
ー
の

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
を
し
て
い

ま
し
た
。

　

高
校
を
卒
業
し
て
、
現
在
は

市
囚
‥
に
あ
る
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
し

て
い
ま
す
。
私
か
指
導
し
て
い

る
の
は
お
も
に
幼
児
や
小
学
生

で
す
。
泳
げ
な
い
ど
こ
ろ
か
、

水
を
恐
が
る
子
供
に
、
泳
ぎ
を

教
え
る
の
は
大
変
で
す
が
、
半

年
か
ら
一
年
く
ら
い
で
な
ん
と

か
泳
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

先
日
、
小
学
一
年
の
生
徒
が
、

毎
月
行
わ
れ
る
進
級
テ
ス
ト
に
合

格
し
ま
し
た
。
正
直
な
と
こ
ろ
本

人
も
私
も
、
合
格
す
る
と
は
思
っ

て
い
な
か
っ
た
だ
け
に
、
感
激
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
風
邪
な
ど
で

体
調
が
悪
く
て
も
、
な
か
な
か
休

め
な
い
の
は
辛
い
で
す
が
、
私
を

慕
っ
て
や
っ
て
く
る
子
供
た
ち
が

い
る
と
思
う
と
ひ
と
り
で
に
足
が

向
い
て
し
ま
い
ま
す
。

　

今
、
私
か
夢
中
に
な
っ
て
い
る

の
が
自
転
車
で
す
。
石
川
県
珠
洲

市
で
行
わ
れ
た
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

に
も
参
加
し
、
完
走
し
ま
し
た
。

好
き
な
仲
間
で
ク
ラ
ブ
を
つ
く
っ

て
、
六
呂
師
や
宝
慶
寺
な
ど
を
ツ
ー

リ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。
残
念
な
の

は
、
市
内
で
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ

が
盛
ん
で
な
い
こ
と
や
女
性
だ
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
周
り
か

ら
変
な
目
で
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

気
に
は
し
て
い
ま
す
が
、
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
野
に
残
る
若
者
は
、
依
然
と

し
て
少
な
い
よ
う
で
す
が
、
自
然

が
豊
か
な
大
野
は
、
ス
ポ
ー
ツ
好

き
の
私
に
は
満
足
で
す
。



私七，勺・｀Cこ，t｀

有
終
会
館
に
身
障
者
専
用
駐
車
場
を

　

私
は
あ
る
身
障
者

の
会
の
役
以
と
し
て

市
民
の
皆
さ
ま
、
特

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
車
の
運

転
は
出
来
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
あ
る
有
終
会
館
に
は
、

よ
く
出
入
り
し
て
い
ま
す
。

　

あ
る
会
合
で
有
終
会
館
を
訪
れ

た
と
こ
ろ
、
会
館
表
の
駐
車
場
が

満
車
の
た
め
、
会
館
裏
の
駐
車
場

に
ま
わ
っ
た
と
こ
ろ
、
一
番
遠
い

と
こ
ろ
だ
け
が
空
い
て
い
ま
し
た

　

そ
の
日
は
特
に
雨
が
ひ
ど
く
、

降
り
る
こ
と
も
出
来
ず
、
失
礼
な

が
ら
帰
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

身
障
者
だ
か
ら
と
同
情
を
乞
う

と
か
、
甘
え
た
り
す
る
つ
も
り
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
や
総
合
病
院

な
ど
は
も
ち
ろ
ん
高
速
道
路
の
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
に
ま
で
、
身
障
噺
専

用
駐
車
場
が
あ
る
時
代
で
す
。

　

ど
う
か
身
障
者
が
出
入
り
す
る

公
共
施
設
に
は
、
入
り
‐
近
く
に

厚
用
駐
車
場
を
確
保
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
の
で
す
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
匿
名
希
望
）

　
　
　

y
゛

　

♂
X
ゝ
j
ゞ
j
x

゛
―
φ

　
　
　
　
　
　

g

　

平
素
よ
り
親
し
く

大
野
有
終
会
館
を
ご

利
用
い
た
だ
き
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
会
館
利
用
に
つ

き
ま
し
て
は
、
皆
さ
ま
に
で
き
る

限
り
快
適
に
、
お
気
軽
に
利
用
い

た
だ
ま
す
よ
う
心
が
け
て
お
り
ま

す
。

　

会
館
を
利
用
さ
れ
る
方
の
駐
車

場
は
、
会
館
表
に
四
ト
台
、
会
館

裏
に
百
六
十
台
の
計
二
百
台
を
確

保
し
て
お
り
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ

身
障
者
厚
川
駐
車
場
は
と
く
に
設

け
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
会
館
が

混
雑
す
る
と
き
に
は
、
身
障
者
の

方
に
大
変
な
ご
不
便
を
お
か
け
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
っ
そ
く
、
ご
要
望
に
添
え
る

よ
う
、
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所

に
最
も
出
入
り
し
や
す
い
会
館
表

駐
屯
ま
場
の
一
区
画
を
確
保
い
た
し

ま
す
。
身
障
者
専
用
駐
車
場
と
わ

か
る
よ
う
に
線
引
き
を
し
て
お
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

健
常
嗇
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
も

併
せ
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
館
長
加
藤
健
二

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
八
ガ
キ
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
●
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
【
面
9
1
2
大
野
市

天
神
町
I
I
】
大
野
市
役
所

総
務
課
広
報
公
聴
係
」
で
す
。

W鴎瞼
市
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
で
二
度
目
の
特
賞

斎
藤
隆
博
之
（
大
矢
戸
）

　

第
ト
ー
回
市
観
光
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
の
審
査
会
が
、
三
月
三
‐
に

行
わ
れ
、
斎
藤
隆
博
さ
ん
の
作
品

　

「
里
神
楽
の
日
」
が
特
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
今
回
で
二
度
目
の
特

賞
と
な
り
ま
す
。

　

斎
藤
さ
ん
の
カ
メ
ラ
歴
は
、
二

ト
年
余
り
に
も
な
る
そ
う
で
す
。

高
校
生
の
と
き
映
写
研
究
部
に
属

し
て
い
ま
し
た
が
、
社
会
人
に
な
っ

て
京
都
ヘ
モ
デ
ル
撮
影
会
に
連
れ

て
い
っ
て
も
ら
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
病
み
つ
き
に
な
っ
た
そ
う
で

す
。
撮
影
は
、
ほ
と
ん
ど
が
県
内

で
す
が
、
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
に
は

都
合
が
つ
く
限
り
出
か
け
る
そ
う

で
、
部
屋
に
は
百
枚
以
L
の
賞
状

と
四
十
本
余
り
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
が

あ
り
ま
し
た
。

　

市
美
展
の
審
査
員
も
務
め
る

斎
藤
さ
ん
は
「
奥
越
は
、
四
季

の
移
り
変
わ
り
が
激
し
い
の
で
、

題
材
に
は
困
り
ま
せ
ん
。
被
写

体
は
特
に
選
び
ま
せ
ん
が
、
祭

や
伝
統
行
事
は
よ
く
撮
り
ま
す
。

自
分
で
イ
メ
ー
ジ
を
描
き
な
が

ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
あ
と
、

出
来
に
が
り
の
写
真
を
見
る
ま

で
の
間
が
な
ん
と
も
い
え
な
い

期
待
感
が
あ
り
ま
す
ね
。
フ
ィ

ル
ム
ー
本
に
一
枚
、
満
足
で
き

る
も
の
が
あ
れ
ば
い
い
ほ
う
で

す
よ
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

斎
藤
さ
ん
の
目
標
は
、
全
国

レ
ベ
ル
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
に

出
品
し
て
、
L
位
に
人
賞
す
る

こ
と
だ
そ
う
で
す
、

お
知
ら
せ

●
大
野
子
ど
も
劇
場

　

映
画
「
仔
鹿
物
語
L

　

大
野
子
ど
も
劇
場
で
は
、
雄

大
な
北
海
道
の
大
自
然
の
中
で

繰
り
広
げ
ら
れ
る
仔
鹿
と
少
年

心
暖
ま
る
交
流
を
描
い
た
「
仔

鹿
物
語
」
を
上
映
し
ま
す
。

日
時
4
月
5
‐
⑥
午
前
の
部

　

＝
1
0
時
～
1
9
一
時
3
0
分
、
午
後

　

の
部
＝
1
時
3
0
分
～
4
時

会
場
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
前
売
り
券
＝
会
貝
8

　

0
0
円
、
一
般
9
0
0
円
、

　

当
口
券
＝
1
0
0
0
円

同
時
上
映
タ
マ
＆
フ
レ
ン
ズ

　
　
　
　
　
　

「
3
ト
目
物
濡
」

　

チ
ヶ
ツ
ト
は
、
市
民
会
館
と

大
野
子
ど
も
劇
場
事
務
所
（
有

明
町
8
－
9
容
的
・
5
0
1
4
）

で
発
売
し
て
い
ま
す
。



木本の伝統行事
稲荷神社の初午団子まき

　

木本の稲荷神社で3月7日ミ占くか

ら伝わる「初午の団子まき」が行われ

ました。1年間の無病息災と豊作を祈

頭するもので、木本5地区から持ち寄っ

た、カラフルな団ニrを神前に供えて読

陸。足場や屋根の上から、ト川子がまか

随ると、ビニール袋を持った区民が先

を争って団子の争奪幟を展開していま

した。

九頭龍スキー場で
県内初のモーグルスキー

　

門l”lの急斜面を滑り降りるモーグル

スキー大会が3月8日、九頭龍スキー

場で開かれました。県内外から約70人

が参加し、日本でもトyプクラスの坂

下秀夫さん（篠座）ら3人が前走した

後競技開始。県内初の大会とあって初

心者が多く、コブに手こずって転倒者

も続出しましたが、予想以上の盛況ぶ

りに主催者も満足そうでした。

熱
気
で
あ
ふ
れ
た
生
涯
学
習
推
進
大
会

「
今
、
社
会
が
変
わ
る
。
私
た
ち
も
変
わ
ら
ね
ば
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
生
涯
学

習
推
進
大
会
が
3
月
7
‐
、
人
野
有
終
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
青
少
年
健
全

育
成
や
ま
ち
づ
く
り
運
動
な
ど
に
貢
献
し
た
団
体
や
個
人
を
表
彰
。
そ
の
後
、

生
涯
学
が
実
践
者
ら
4
人
の
体
験
発
表
や
講
演
会
が
行
わ
れ
、
2
8
0
人
余
り
の
参

加
者
は
、
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

東高校第1期卒業生が

　

記念に校歌の碑建立

　

3
月
6
‐
、
大
野
東
高
校
の
第
1

回
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
1
9
1
人
（
う
ち

女
子
2
9
人
）
が
巣
立
ち
ま
し
た
。

卒
業
記
念
と
し
て
、
英
語
混
じ
り
で

話
題
と
な
っ
た
校
歌
を
刻
ん
だ
碑
を

建
立
し
ま
し
た
。
高
さ
1
m
、
幅
1
5

m
、
厚
さ
い
】
m
の
黒
み
か
げ
石
製
で
、

台
座
は
自
然
石
。
本
館
前
に
は
、
川

工
業
高
校
時
代
の
歌
碑
と
二
つ
が
並

ぶ
こ
と
に
な
り
、
時
代
の
流
れ
を
感

じ
さ
せ
ま
す
。

七板地区に
ふれあい会館完成

　

七
板
地
区
（
6
2
戸
）
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
「
七
板
ふ
れ
あ
い
会
館
」

が
完
成
し
、
3
月
7
日
に
落
成
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
木
造
平
屋
建
て
約

2
0
0
平
方
m
、
総
事
業
費
2
5
7
8
万

円
で
、
大
・
小
会
議
室
、
図
書
室
調

理
実
習
賞
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
七
板
会
館
は
、
＝

富
田
村
役
場
を
移
転
し
た
も
の
で
す
。

今
後
、
村
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
活

用
さ
れ
ま
す
。

包弓（硲瞳湯
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エ
キ
サ
イ
ト
広
場
で
「
大
☆
お
た
の
し
み
会
」

　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
総
合
体
育
館
で
3
月
2
0
日
、
小
学
生
3
3
0
人
余
り
が
参
加

し
て
、
「
大
☆
お
た
の
し
み
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
高
校
生
や
青
年
連
絡
会

の
協
力
を
得
て
、
大
繩
跳
び
や
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
、
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
、
映
画
な

ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
行
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
公
民
館
8
館
合
同
で
主

催
す
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
、
次
回
は
1
2
月
2
0
日
と
決
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

見事な出来映え

環境美化・交通安全の看板

　

富
田
地
区
む
ら
づ
く
り
推
進
協
議

会
は
こ
の
ほ
ど
、
手
刷
り
の
看
板
2

種
類
あ
わ
せ
て
5
0
枚
を
製
作
・
各

集
落
に
設
置
し
て
あ
る
空
き
績
の
ポ

イ
捨
て
禁
止
や
交
通
安
全
な
ど
の
看

板
が
古
く
な
っ
た
の
を
機
に
、
色
落

ち
が
し
な
く
て
、
き
れ
い
に
仕
土
が

る
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
技
法
で
、
環

境
部
員
ら
2
0
人
が
印
刷
し
た
も
の
で

す
。
4
月
中
に
は
富
田
地
区
内
の
あ

ち
こ
ち
で
目
を
光
ら
せ
ま
す
。

粋な計らい

児童らの作品を橋脚に

　

富
田
公
民
館
東
側
の
越
美
北
線
に

架
け
ら
れ
る
陸
橋
の
橋
脚
な
ど
3
力

所
に
、
カ
ラ
フ
ル
な
タ
イ
ル
や
ス
プ

レ
ー
な
ど
で
装
飾
さ
れ
ま
し
た
。
県

道
の
陸
橋
が
、
J
R
越
前
富
田
駅
に

近
い
こ
と
か
ら
、
県
土
木
事
務
所
が

殺
風
景
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
風
景
の
解

消
に
と
、
富
田
小
の
児
童
や
尚
徳
中

の
生
徒
か
ら
作
品
を
募
集
。
優
秀
で

装
飾
可
能
な
作
品
を
基
に
、
図
案
化

し
ま
し
た
。

5月初旬完成めざし

七間通りで石畳舗装始まる

　

市は、まちなか観光メインルートと

なる七間線、寺町線、石灯ろう線を3

年計画で石畳舗装をします。3月10日

から、七間線の本町一五番通り間の工

事をスターに中国産御影石約1万5

千枚敷き詰めます。完成は5月10日の

予定でこの問、車両の通行が禁史され、

朝市は元町駐車場の一部を問惜りして

開かれます。

汗フエり工？・ピ・y原工＝μ＝・ま工y｀・：‥‥‥‥‥‥：………＝ト・．・・・・・・・．・・．・．・・．ヅ

，1j卜！Iヽ－・4｀．r・

原原jyヽヤク………I1‥‥‥‥‥会‥‥‥‥‥‥‥‥原｀ミ．・・工

劇団エンゼル招き

『小さなスプーンおばさん』上演

　

3月12日、第8回大野子ども劇場が

市民会館で開かれました。今回は、劇

団エンゼルによる「小さなスプーンお

ばさん」。テレビでもおなじみと合っ

て、会場は親子連れでほぼ満席。大野

子ども劇場は、会員制でスタートしま

したが、努力が実って現在は500人余

りが登録しており、おなじみさんになっ

た家族もあちこちで見られました。



お
知
ら
せ

4月

●
学
生
の
み
な
さ
ん

　

国
民
年
金
加
入
や

　

資
格
喪
失
の
届
出
を

　

昨
年
四
月
か
ら
、
ニ
ト
歳
以
上

の
大
学
生
や
専
修
学
校
生
の
方
も

必
ず
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
県
内
で
国
民
年
金
に
加

入
し
て
い
る
学
生
の
方
は
約
八
千

人
で
す
。
ニ
ト
歳
に
な
っ
た
ら
、

必
ず
住
民
票
の
あ
る
市
町
村
役
場

で
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

　

今
春
、
大
学
や
専
修
学
校
を
卒

業
し
て
、
会
社
な
ど
に
就
職
さ
れ

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
な
ど

に
加
入
さ
れ
た
場
合
は
、
必
ず
資

格
喪
失
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
B
＆
G
少
年
の
船

　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、

夏
休
み
に
実
施
さ
れ
る
海
外
体
験

航
海
お
よ
び
国
内
体
験
航
海
「
少

年
の
船
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

【
海
外
体
験
航
海
】

期
間
7
月
2
2
日
④
～
3
1
‐
⑦

寄
港
地
グ
ア
ム
ー
サ
イ
パ
ン

対
象
中
学
生
・
高
校
生
男
女

定
員
3
人

参
加
費
1
2
万
円

　
　

【
国
内
体
験
航
海
】

期
間
8
月
2
2
日
①
～
2
8
口
⑦

寄
港
地
沖
繩

対
象
小
学
5
年
生
～
中
学
生

定
員
3
人

参
加
費
5
万
円

　

●
一
●
一
一

締
切
ど
ち
ら
も
4
月
1
4
‐
火

申
込
・
問
合
せ
先
B
＆
G
海
洋

　

セ
ン
タ
ー
（
稲
郷
4
3
－
1
7
－
l

　

a
6
4
・
1
3
1
1
）
ま
で

●
ワ
レ
ー
ン
等
の
運
転
は

　

技
能
特
例
講
習
で
資
格
を

　

法
令
改
正
に
よ
り
、
床
卜
操
作

式
ク
レ
ー
ン
、
小
型
移
動
式
ク
レ
ー

ン
な
ど
の
運
転
は
、
資
格
（
技
能

講
習
修
了
）
が
必
要
で
す
。

　

特
別
教
育
を
受
け
て
こ
れ
ら
の

作
業
に
就
い
て
い
る
な
ど
、
一
定

の
条
件
を
備
え
て
い
る
人
は
、
特

例
講
ガ
に
よ
り
資
格
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

講
習
の
種
類
①
床
に
操
作
式
ク

　

レ
ー
ン
（
つ
リ
ト
げ
荷
重
5
ト

　

ン
以
上
②
小
型
移
動
式
ク
レ
ー

　

ン
（
つ
り
L
に
げ
荷
重
I
ト
ン
以

　

L
5
ト
ン
未
満
）
①
プ
レ
ー
カ

　
　

（
機
体
重
量
3
ト
ン
以
上
①

　

高
所
作
業
車
（
作
業
床
の
高
さ

　

が
1
0
メ
ー
ト
ル
以
上
⑤
不
整

　

地
運
搬
車
（
最
大
荷
重
I
ト
ン

　

以
上

受
講
資
格
①
口
＝
特
別
教
育
修

　

了
者
で
平
成
2
年
1
0
月
1
‐
現

　

在
、
運
転
業
務
に
従
事
し
、
1

　

ヵ
月
以
上
の
従
事
経
験
を
有
す

　

る
も
の
箇
扇
面
＝
平
成
2
年
1
0

　

月
1
日
現
在
、
運
転
に
従
事
し
、

　

3
ヵ
月
以
上
の
従
事
経
験
を
有

　

す
る
も
の

問
合
せ
先
福
井
労
働
基
準
局

　
　

（
a
0
7
7
r
n
）
・
2
2
・
o
o
c
r
＞
I
に
o

　

5
）
ま
た
は
大
野
労
働
基
準
監

　

督
署
（
容
6
6
・
3
8
3
8
）

●
青
年
海
外
協
力
隊

　
　
　

春
募
集
説
明
会

　

国
際
協
力
事
業
団
で
は
、
青
年

海
外
協
力
隊
の
春
募
集
説
明
会
を

次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

参
加
資
格
2
0
歳
か
ら
3
9
歳
ま
で

　

で
日
本
国
籍
を
も
つ
人

日
時
4
月
2
2
日
④
と
5
月
2
0
‐

　

④
午
後
6
時
～
8
時
3
0
分

会
場
福
井
県
民
会
館
3
0
5
号
室

内
容
①
映
画
②
一
般
説
明
お
よ

　

び
相
談
③
帰
国
隊
‥
只
体
験
報
告

問
合
せ
先
県
国
際
交
流
課
（
豊

　

0
7
7
：
o
．
2
1
・
1
1
1
1
）

●
労
働
保
険
料
の

　

申
告
・
納
付
は
早
め
に

　

今
年
も
労
働
保
険
料
（
雇
用
保

険
・
労
災
保
険
）
の
申
告
・
納
付

の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
事
業
主

の
方
は
、
平
成
3
年
度
の
確
定
保

険
料
と
平
成
4
年
度
の
概
算
保
険

料
を
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
早

め
に
申
告
・
納
付
し
て
く
だ
さ
い

期
限
は
、
5
月
1
5
日
③
で
す
。

　

申
告
書
の
記
入
や
納
付
方
法
に

つ
い
て
の
相
談
は
、
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

日
時
4
月
2
0
日
⑥
と
2
4
日
③

　

午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
4
時

会
場
大
野
有
終
会
館

●
春
日
東
公
園
を

　

「
若
杉
公
園
」
と
命
名

　

若
杉
町
を
流
れ
る
木
瓜
川
沿
い

に
あ
る
春
日
東
公
園
の
正
式
名
称

が
「
若
杉
公
園
」
と
決
ま
り
ま
し

た
。
2
月
2
5
‐
の
都
市
計
画
審
議

会
で
検
討
し
た
結
果
、
住
民
に
な

じ
み
の
深
い
町
名
が
つ
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
、
2
月
2
7
日
に
公
告

さ
れ
ま
し
た
。

交通
安全

■
一
ヲ
タ

水
f
y
卜

子
供
の
道
路
横
断

左
右
の
安
全
確
認
を
習
慣
に

　

小
学
一
年
の
男
の
子
が
次
の
よ
う

な
事
故
に
遭
い
ま
し
た
。
交
差
点
左

方
に
通
過
車
両
待
ち
で
停
車
中
の
B

車
が
あ
り
、
A
車
が
通
過
し
よ
う
と

し
た
際
、
男
の
子
が
B
車
の
陰
か
ら

飛
び
出
し
て
衝
突
し
ま
し
た
。
A
車

は
、
B
車
が
停
止
し
て
い
る
こ
と
だ

け
確
認
し
て
直
進
し
た
の
で
す
。

　

B
車
の
陰
か
ら
子
供
が
飛
び
出
す

か
も
と
推
測
し
、
徐
行
し
て
い
れ
ば

ま
た
男
の
子
が
、
十
分
左
右
を
確
認

す
る
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
た
な
ら

事
故
は
起
き
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

交
差
点
で
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
的

確
な
判
断
が
要
求
さ
れ
る
の
は
当
然

の
こ
と
で
す
が
、
お
ほ
さ
ん
が
日
ご

ろ
か
ら
道
路
を
横
断
す
る
際
の
安
全

確
認
を
子
供
に
教
え
る
こ
と
も
大
切

で
す
。
一
目
一
停
止
し
、
左
右
の
安
全

を
確
か
め
る
習
慣
と
な
る
よ
う
実
際

に
道
路
で
指
導
し
ま
し
ょ
う
。



●INFORMATION

・
殉
職
船
員
遺
児
に

　
　
　

援
護
金
を
支
給

　

職
務
L
で
死
亡
さ
れ
た
商
船
の

殉
職
船
‥
只
遺
児
へ
、
援
護
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

出
生
か
ら
高
等
学
校
を
通
常
の

期
間
に
よ
り
卒
業
す
る
ま
で
の
間

一
人
月
額
八
r
円
。
こ
の
ほ
か
に

入
学
記
念
代
と
し
て
小
学
校
入
学

時
に
三
万
円
、
中
学
校
・
高
等
学

校
入
学
時
に
そ
れ
ぞ
れ
一
万
円
か

支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
生
活

困
窮
噺
に
限
り
ま
す
。

　

巾
請
や
照
会
に
つ
い
て
は
、
財

‐
本
殉
職
船
U
顕
彰
会
（
〒
1
0
2
東

京
都
千
代
川
区
麹
町
4
－
5
海
洋

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
内
豊
0
3
・
3
2
3

4
・
0
6
6
2
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
、

・
国
際
青
年
の
船
●
婦
人

　
　

の
船
参
加
者
募
集

　

県
で
は
、
明
‐
の
郷
土
を
担
う

に
ふ
さ
わ
し
い
国
際
的
視
野
を
も
っ

た
魅
力
あ
る
青
年
・
婦
人
を
養
成

す
る
た
め
、
3
つ
の
海
外
派
遣
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
国
際
青
年
の
船
】

期
間
8
月
1
‐
①
～
1
3
日
④

訪
問
国
C
I
S
（
1
1
1
ソ
連
）
・

　

ド
イ
ツ
ー
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
ー
デ

　

ン
マ
ー
ク

人
員
一
般
（
1
8
～
3
0
歳
）
6
6
人
、

　

指
導
者
（
3
1
～
4
0
歳
）
5
人

負
担
金
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
ニ
ト

　

一
万
六
千
円
土
二
十
六
万
四
千

　

円【
国
際
婦
人
の
船
】

期
間
8
月
1
‐
①
～
1
3
‐
④

訪
問
国
C
I
S
（
旧
ソ
連
）
．

　

ド
イ
ツ

人
員
2
7
人
（
3
1
～
6
0
歳
）

負
担
金
三
十
二
万
三
千
円

【
近
畿
青
年
洋
上
大
学
】

期
間
8
月
7
‐
③
～
1
9
‐
④

訪
問
国
中
国
・
韓
国

人
員
学
生
・
一
般
（
2
0
～
3
0
歳
）

　

3
0
人
、
リ
ー
ダ
ー
（
3
1
～
4
0
歳
）

　

2
人

負
担
金
学
生
・
一
般
＝
ト
六
万

　

円
、
リ
ー
ダ
ー
＝
九
万
円

募
集
期
間
4
月
1
‐
④
～
2
7
日

　

⑥

選
考
方
法
5
月
1
7
‐
⑥
に
県
中

　

小
企
業
産
業
大
学
校
又
出
張
‥
類
・

　

作
文
審
査
②
筆
記
試
験
・
面
接

　

審
査

申
込
●
問
合
せ
先
市
教
育
委
‥
只

　

会
社
会
教
育
課
（
豊
6
6
・
1
1

　

1
1
内
線
5
4
2
）
ま
た
は
県

県
民
生
活
部
青
少
年
女
性
課

　

（
豊
0
7
7
μ
n
y
・
2
1
．
1
1
1

1
）
ま
で

・
4
月
か
ら
年
金
額
が

　
　
　
　

上
が
り
ま
す

　

国
民
年
金
に
は
、
物
価
の
変
動

に
〈
‥
わ
せ
て
年
金
額
を
ス
ラ
イ
ド

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
総
務
庁

が
発
表
し
た
前
年
の
全
国
消
費
者

物
価
指
数
の
上
昇
率
は
三
。
三
％

で
し
た
。
こ
の
た
め
年
金
額
も
四

月
か
ら
三
・
三
％
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
支
払
い
は
、
平
成
四
年
六

月
か
ら
で
す
。
引
き
上
げ
額
な
ど

詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
課
年
金

係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
5

6
）
ま
で
。

●
犬
の
登
録
と

　
　

狂
犬
病
予
防
注
射

　

4
月
に
実
施
さ
れ
る
犬
の
登
録

と
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ら
れ

な
い
人
や
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人

を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
登
録
と

注
射
を
受
け
付
け
ま
す
。
4
月
の

‐
程
は
、
広
報
お
お
の
3
月
号
に

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

▼
5
月
7
日
木
＝
下
庄
公
民
館

　
　

（
午
前
1
0
時
～
1
0
時
3
0
分
）
富

　

川
公
民
館
（
午
前
H
時
～
‥
H
時

　

3
0
分
）
市
民
会
館
（
午
後
1
時

　

3
0
分
～
2
時
）

▼
5
月
8
日
金
＝
上
庄
公
民
館

　
　

（
午
前
1
0
時
～
1
0
時
3
0
分
）
大

　

野
保
健
所
（
午
前
一
H
時
～
H
時

3
0
分
、
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
）

・
テ
レ
カ
ガ
当
た
る

　
　

「
交
通
安
全

　
　

テ
レ
ホ
ン
ク
ィ
ズ
」

　

大
野
交
通
安
全
協
会
と
大
野
地

区
安
全
運
転
管
理
者
協
議
会
で
は

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動
の
一
環

と
し
て
、
N
T
T
大
野
支
店
の
協

賛
で
「
交
通
安
全
テ
レ
ホ
ン
ク
イ

ズ
」
を
実
施
し
ま
す
。
正
解
者
に

は
、
抽
選
で
交
通
安
全
の
お
払
い

済
み
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
差
し
L

げ
ま
す
。

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
番
号

　

6
5
－
8
8
8
8
（
有
料
）

期
間
4
月
6
日
⑥
～
2
7
‐
⑥

内
容
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
番
号

　
　

（
6
6
・
8
8
8
8
）
に
電
話
を

　

か
け
る
と
交
通
安
全
の
呼
び
か

　

け
と
ク
イ
ズ
の
問
題
が
聞
け
ま

　

す
。
そ
の
後
、
答
の
受
付
番
号

　
　

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
・
無
料
）

　

が
案
内
さ
れ
ま
す
。
ク
イ
ズ
の

　

答
が
わ
か
っ
た
人
は
、
フ
リ
ー

　

ダ
イ
ヤ
ル
へ
電
話
を
か
け
て
答
・

　

煮
閲
・
住
所
・
電
話
番
号
を
言
っ

　

て
く
だ
さ
い
。

注意

亀
山
の
サ
イ
レ
ン

　
　

鳴
ら
し
ま
す

　

4
月
8
日
④
は
、
春
季
消

防
総
合
訓
練
で
す
。
亀
山
の

サ
イ
レ
ン
を
、
午
前
9
時
か

ら
2
回
鳴
ら
し
ま
す
。

「スポーツ安全保険」に加入しましょう

　

市教育委貝会では、スポーツや

社会教育活動中に起きた傷害事故

や賠イ賞責任などを補償する「スポー

ツ安全保険」への加入を奨励して

います。対象は、スポーツ・文化。

礼会奉什活動などを行う5人以上

の団体やグループで、掛け金や保

険金額は衣のとおりです。

申込先教育委比

　

各公民館へ

加入区分・掛金●補償額

区分 対象となる団体
　掛金

（1入渠幇D

傷害保険（保険金額） 賠償改任保険

補f（m，1：勁

玖済

見舞金叱已後遺障害
入、院川加）

通院川加）

I

科

A
・1’・どむのク）レ‥フI　　冲学生以ド）

・眉ヒ、fl．：；？奉仕活動　　（高校生以1リ
360円 l，40（□川4，（）（）（）円1，別間

封入賠償　

1億円　

免4（

1，聞0円

）

対物賠償

500万円　

免1’t・

＼1．（1（1（1円

）

突然叱およ

び日射病、

熱射病によ

る死已

100万円

B
・包八クラブ団体　　

（60歳以目
500円 400万円 1，≪（）｛）円800円

C
・成人のスホー－ッ　　　

（高校生以ll）
l．lOO円 1，4（）（）万円4，（）（）（）円1，300円

（注口r・どものグループの指導折や運営1二必要な父14の方は、r・どもとー・緒に同ヒ

　　

掛金で加人できます、ま
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森
政
領
家

　

森
政
領
家
（
筒
井
甚
光
区
長
・
二
十
九
戸
）

は
、
真
名
川
の
西
側
に
位
置
し
、
集
落
に
は

県
道
五
条
方
・
下
荒
井
線
が
通
っ
て
い
ま
す
。

中
世
に
は
「
守
正
村
」
と
書
か
れ
、
小
山
城

が
郷
ご
と
に
下
地
中
分
さ
れ
た
際
、
領
家
分
、

地
頭
分
に
分
割
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
集
落
は

土
出
・
本
村
・
下
出
に
分
か
れ
、
四
つ
の
班

で
仕
事
分
担
を
し
て
い
ま
す
。

　

日
吉
神
社
に
は
、
石
で
で
き
た
天
神
様
が

ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
昔
、
天
神
島
で
光
っ

て
い
る
石
が
発
見
さ
れ
、
村
人
た
ち
は
ご
神

体
と
し
て
安
置
し
ま
し
た
が
、
領
主
の
郡
上

藩
主
が
ぜ
ひ
譲
っ
て
ほ
し
い
と
懇
願
さ
れ
、

現
在
あ
る
の
は
そ
の
複
製
で
す
。
郡
上
か
ら

若
い
衆
が
来
て
動
か
そ
う
と
し
た
の
で
す
が

び
く
と
も
せ
ず
、
結
局
村
の
若
者
が
背
負
っ

て
運
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

神
社
に
隣
り
合
わ
せ
の
上
田
輝
司
さ
ん
は
、

米
・
服
芋
・
菊
な
ど
を
栽
培
を
し
て
い
る
専

業
農
家
で
す
。
集
落
に
は
他
に
二
名
い
ま
す
。

土
田
さ
ん
は
か
っ
て
青
年
協
議
会
の
活
動
に

従
事
し
、
現
在
は
三
児
の
父
親
で
す
。
結
婚

問
題
に
つ
い
て
「
農
村
だ
け
の
問
題
で
は
な

い
が
、
本
人
白
身
が
自
分
の
こ
と
と
し
て
真

剣
に
考
え
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
に
も
積
極

的
に
参
加
し
、
自
分
の
主
義
主
張
を
も
っ
て

交
際
す
る
こ
と
が
、
女
性
の
心
を
と
ら
え
る

の
で
は
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、

集
落
で
は
女
児
が
男
児
よ
り
多
い
よ
う
で
す
。

　

故
人
と
な
ら
れ
た
祖
父
の
実
さ
ん
、
父
親

の
範
男
さ
ん
に
続
き
三
代
に
わ
た
り
丹
念
に

農
家
日
誌
を
つ
け
て
い
る
筆
ま
め
な
、
家
で

す
。

　

集
落
は
、
元
来
現
在
地
よ
り
下
の
方
に
あ

り
ま
し
た
。
ダ
ム
が
で
き
る
以
前
は
、
し
ば

し
ば
水
害
に
見
舞
わ
れ
た
そ
う
で
す
。

市民のうごき

3月1日現在 前月比

世帯数 11，285世帯 －9世帯

42，029人 －16人

人目 男 20，103人 ー15人

女 21，926人 －1人

2月中の異動
転入 37人 出生 26人

転出 41人 死亡 38人

市内の交通事故状況（簡ヵ、い9）

件数内訳
平成4年　

2月末

平成3年　

2月末
増滅

総件数 91件 86件 ＋5件

人
身

事
故

件数 19件 21件 一2件

死者 1人 O人 ＋1人

傷者 25人 25人 土O人

物損事故 72件 65件 ＋7件

表
紙
の
こ
と
ば

　

市
内
の
小
学
生
1
0
0
人
余
り
が

参
加
し
、
大
盛
況
と
な
っ
た
子

ど
も
創
作
教
室
の
『
凧
つ
く
り
』
。

作
り
方
の
説
明
を
聞
い
た
後
、

丁
∇
ア
ニ
メ
や
マ
ン
ガ
の
主
人

公
な
ど
を
描
き
ま
し
た
。
洋
風

凧
と
あ
っ
て
、
組
み
立
て
は
難

し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

大
空
に
舞
い
上
が
る
か
心
配
そ

う
な
面
も
ち
で
し
た
。

編
集
後
記

　

平
成
4
年
度
が
ス
タ
ー
ト
。

新
た
に
秘
書
広
報
課
が
で
き
、

新
鮮
な
気
持
ち
で
編
集
に
挑
み

た
い
と
思
つ
て
い
ま
す
。
5
月

号
か
ら
は
、
全
面
2
色
刷
り
と

な
り
ま
す
。
見
た
目
は
カ
ラ
フ

ル
に
な
り
ま
す
が
、
下
手
に
使

う
と
か
え
っ
て
下
品
な
紙
面
に

な
る
こ
と
も
。
し
っ
か
り
研
究

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

－、、見i弓・

　

福
坪
駅
前
通
り
の
歩

道
は
、
春
の
光
に
誘
わ

れ
て
ひ
と
き
わ
人
通
り

が
多
い
。
和
服
姿
の
一

群
は
し
と
や
か
に
。
学

生
服
の
高
佼
生
は
活
発

に
、
革
ジ
ャ
ン
パ
ー
の
若
者
は
カ
ッ
コ
よ
く
。

子
供
連
れ
の
夫
婦
は
楽
し
げ
に
。
そ
れ
ぞ
れ
相

手
の
群
れ
の
邪
魔
を
し
な
い
よ
う
に
歩
い
て
い

る
？
一
つ
の
群
れ
に
混
じ
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
歩

い
て
い
る
私
の
後
方
で
、
ワ
ア
ワ
ア
わ
め
く
声

が
聞
こ
え
た
か
と
思
う
と
鈍
い
音
を
た
て
て
誰

か
が
ぶ
つ
か
っ
て
き
た
、
思
わ
ず
私
の
体
は
前

の
和
服
の
群
れ
に
突
っ
込
ん
だ
。
「
ど
う
も
す

み
ま
せ
ん
」
と
あ
や
ま
る
私
に
「
失
礼
ね
、
気

を
つ
け
て
よ
」
と
冷
や
や
か
な
コ
ト
バ
と
視
線

が
返
っ
て
き
た
▼
私
は
群
れ
に
押
さ
れ
て
追
突

し
た
だ
け
。
犯
人
の
ヤ
ン
グ
達
は
「
許
せ
、
許

せ
。
こ
こ
は
天
下
の
大
通
り
」
と
わ
め
き
な
が

ら
群
れ
を
割
っ
て
閑
歩
し
て
い
く
。
そ
れ
ぞ
れ

に
棒
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
。
中
に
は
菓
子
を
く

わ
え
、
棒
だ
け
出
し
て
い
る
者
も
い
る
？
最
近

都
会
で
は
「
く
い
し
ん
棒
」
と
名
の
つ
い
た
駄

東
子
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
、
歩
き
な
が
ら
食
べ

る
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ー
ド
が
オ
シ
ャ
レ
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
。
つ
本
十
円
と
い
う
安
さ
と
歩

き
な
が
ら
食
べ
る
カ
ッ
コ
よ
さ
が
魅
力
」
と
は

彼
ら
の
言
い
分
で
あ
る
▼
大
野
の
路
L
で
も
度
々

こ
れ
に
似
た
光
景
に
出
八
‥
う
。
お
祭
り
な
ら
見

逃
し
も
し
よ
う
が
、
下
校
途
中
の
高
校
生
に
こ

ん
な
姿
を
見
る
と
が
っ
く
り
す
る
▼
「
物
を
食

べ
る
と
き
は
、
手
を
洗
い
、
座
っ
て
」
と
日
や

か
ま
し
く
し
つ
け
ら
れ
た
食
べ
方
の
エ
チ
ケ
ッ

ト
が
「
そ
ん
な
の
古
い
」
と
一
笑
に
付
さ
れ
る

の
は
と
て
も
我
慢
で
き
な
い
、
（
H
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
総
務
課
広
報
広
聴
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）
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